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自然の素材を生か した保育環境に つ い て （その 2 ）

『
→ 、一ブを中心 と した活動の 展開 とその窟義住 と して 遊具制作との 関わ り）一

O隈 元君代 （栓ケ 丘幼稚園）・

美崎幸代 （下 東条中央保宵園）

竹井 史 （富山大学）

量森澄江 （尼崎保育研究会）

　 小論で は、主として ハ
ーブ による遊具作製それらの

素材を生か した保育環境の 意義に つ い て 述べ る。

1　経 過

　 （1） ハ ーブ ・マ ローによる活動

　 （A 園） これ まで に  蓬  玉葱  すお う  くちなし

染めの 経験が ある。7月下旬、既にマ ロ ー・テ ィ体験

を踏まえマ ロ
ー

染めを した。花び らを炊い た後食酢を

加え、透明な赤味を帯びた濃い 紫色の液に絹を浸す。

「きれ い な紫 で も赤っ ぽ い 色 」 と これ まで にな い マ ロ

ー独特の 赤味を帯び た紫色の 色に気づ く。その 布 の 端

の 方を銅媒染液 に浸す と、「さっ き（乾燥前）よ り、黄緑

と うすい 紫が混ざっ て きれ い にな っ た」 と異なる媒染

に よ る染め の違 い を発見 し、興味 ・関心を示 した 。

　 （2 ）赤紫蘇の 葉、茎による活勦 （A ，B園）

　 B 園は これ ま でに 玉葱染め の 経験 が あ り、和 だい こ

を打っ 時にバ ン ダナとして活用した。9月上旬、採集

し、炊く。「梅干の い い 匂い 」 「赤 い 葉 っ ぱ が線（細く）

にな っ た 亅 と色素が抽出 され る変化 に気づ く。 早速、

絹、綿 布 を染液に 浸す。絹 は ピ ン ク、それ を アル ミ媒

染に よ る濃い ピ ン クが かっ た紫色の 変化 に も気づ く。

A 園で は更に紫蘇の 葉、茎を
一
緒に して染液を作 り、

食酢を加え、澄んだピン クとなり、黒豆で で きた模様

や結んだ部分の 白い 模様に 関心を示 したe

　 （3 ）マ リーゴール ドに よる活動 （B 園）

　 4 月 下旬に幼児 と種をま き、栽培 活動 を行 う。9 月

上 旬、濃淡の 2種類の 花の 色を摘み、  花の み を  花

と茎 と葉をた く。   は うすい 黄色  は濃い 黄緑色 とそ

の 染液の 違い に気づ く。 翌 日、染めた い 素材 を各自持

参。
これらの 染掖は  、  を選択 し、媒染液も  アル ミ

◎鉄を選んで 染色。  と  の 染液の 色を対比 し、染ま

る色を予 想 して 「や っ ぱ りレモ ン 色」「黄緑色になっ た」

とそ の 色を確認す る。作品 は祖父 母 にプ レ ゼ ン トした。

　 （4 ）ぶ ど う（表皮）染め に よる活動 （A ，B 園）

　ジ ュ
ース 、ジ ャ ム 作 りの 体験を基 に A

，
B 園共にぶ ど

う染め を行 う。表皮 を煮 る と 「うすい ピン クが 濃い 紫

色になっ た1 と染め液が濃くなっ た事を発見 した。
「き

れ い な紫」等とそ の 染液に絹を浸 し、「やっ ぱ り紫色に

なっ て きた1 と見通 しの ある染色活動となる。乾燥 し

た布をほ どくと、B 園で は黒豆、どんぐり、つ ばきの 実

等を巻い た模様に 「大きな花で きた」 とそ の 模様の 変

化 を喜び、次へ の 染色に意欲的 となっ た 。 A 園は黒豆

を布の 上 にの せ、花奚勸 物等をイ メージ し、つ くっ た

模様 に 「お花み たい に なっ た」「うさぎさん1と喜ん だ．

　 ◎和紙を染める

　A 園では  食酢 を加 えた 液  食酢を加えない 液を対

比し、◎はうす紫  は美 しい 赤紫に染まり、その 変化

に関心 を示 す。B 園で は和 紙に牛 乳 を浸 した方 力沙 し

紫色が濃い こ とに気づ く。A ，　B 園 共 に 「や っ ぱ り紫色

に なっ た 」等 とそ の 発色の 見通 しを もっ た。

　 （5） ローズマ リーに よ る活動 （A 圜）

　 11月下旬、数年前か ら植えて い る ロ ーズマ リーの 花、

葉、茎等に 「すご くい い 匂い がする」 と関心 を示すの

でそ の ノ亅鼓 を保育室に飾 り、染色に展 開 した。枝ごと

刈 り取り、更に約 3cm 位に折り、煮液を 「黄土色］「い

い 匂い 」 「ちょ っ ときっ い 匂 い 」等、特有の 匂い や発 色

に関 心を示 した．（聯屑  綿布◎毛 糸    （  市販  原 毛

の 毛糸）を染液に浸す と  よ り  の 色 がや や濃 い 黄色

◎は（工  共 に表面の み が黄色 そ こ で◎は翌 日まで そ

の ま ま染液に浸す。   と  の 布を  ア ル ミ、  銅、鉄

媒染 （木酢酸）の液を選択 して染める。その 結果  「さ

っ きより濃い 黄色」   「うあ
一
黄緑 」◎ 「うあ

一
ねず

み 色 ち ょ っ と黄色、まほ うか なあ」 とその 異なる媒

染に よる発 色の 違い に強い 関心 を示 した。更 に原 毛の

羊毛を毛糸に作製、ハ ン ドカ
ー

ダーに よ り糸状 にな っ

た 瞬間全児が 息をの む如 く真剣な表情とな り、「す ごい

なあ」 と口 々 に言い 合う。そ の 毛 糸 を触 り 「細 い の や

太い の がある」 「で こぼ こ して る」等 と手 作 りの 良さを

評価し、更にそれに触れて 「い い 気持ち1 とい う。

　 （6 ）メ ド
ー

セ
ー

ジによる活動（A園）

　 11 月下旬、園庭の メ ド
ー

セ ージの 匂 い に 「ロ
ーズ

マ リーよ りやさしい 匂 い 」 と親 しみ を もち、それ を染

めた 液に 「それ よ り うす い 黄色」

』
とその 微妙な発色に

気づ い た。更に （ア）アル ミ（で）銅（ウ）鉄媒染の 液を選択 して

布を浸す。その 結果（ア）は 「淡い 黄色だけどきれい 亅（イ）

は 「黄緑」 （ウ）は 「グレ ー
だけど黄色も混ざっ て い る」

とそれぞれ の 発色の 違い 匂い の よ さに も気づ い た。更
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に 乾燥 した布 の 黒豆 を取 り除き S 児が 「あれ黄緑の こ

こ に赤紫、な んでか なあ一1 とそ の 絹の 布を見 て 「黒

豆 が うつ っ て い る」とその 発色に納得 し楽 しん td （染

色、毛糸作製は 44回大会、pp．686
−687．参照）

2 ．染色 した布、 毛 糸等を活 用 した遊具の 作製

　A 園 赤紫蘇、ぶ ど う、ロ
ーズマ リー、セ

ー
ジ等の

染めた布や毛糸 等を室内 に並 べ 、幼児 と話 し合 っ た結

果、ほ とん どの幼児が  人形  ポシ ェ ッ トを望ん だた

め人 形 の 服や ズボ ン、さらに で ん で んだい こ （幼児が

低年齢児の た めに提案）等を主 に保育者が作製した
。

， 人　 　形 2、オr ラ Lソト 3 そ の イ℃
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3 ．遊具で遊ぶ子ど もの 姿

　 B 園で は ポン チ ョ とポシ ェ ッ トの 遊具を見て 「家に

持 っ て 帰 りた い 」 「すて き」 とそ れを抱き しめて 喜び、
バ ッ グA 〜D を郵便 ごっ こ の カ バ ン にみた て、手紙 を

何枚 も入れ、年少児や他クラ ス へ 配 り、交友閣係の 巾

を広げ、遊びの 輪を広げた。　　　　　　 ・

　 A園では 1歳児は A の 人形 に頬ず りを し、A の ポ シ

ェ ッ トの 中に入 れる。Cの 人 形を抱い て ゆらすliD を

布 団に くるみ抱 く。でん で んだい こ をふ b てその 音を

喜 醜 2歳児は AD の 人形をおぶ りた い と保育者 に依

頼し、 買い 物 ごっ こ が展開する。男児ぱで んで ん だ い
・

こ を振 り、そ の 自然な音の 束1臘 を喜ぶ。3歳児は ス カー
．
トをは きA 〜E を選び、どん ぐりや紙粘土等の ケ

ーキ

を入れ AD の 人形を抱 くお家 ごっ こ。男児は人形 BD

を持ち、振っ たり、ジャ ン プ をさせ る動的な遊び を し

た。4 歳児は 人形、ポ シ ェ ッ トなどを見て 「可愛い、

やわ らか い 」 とA 〜D の 人形を選び、頬ず り をし 「い

い 匂い 」 と髪を撫で る。その 後、まま ご と遊び 、お店

ごっ こ に発展 した。 5歳児は お店 ごっ こ を開始。食べ

物屋、食器屋、ク リ
ー

ニ ン グ屋 とな り、人形屋 さん ご

っ こに発展 、 人形 A 〜E に加え市販の人形 1個を加え

て売買 とな る 。 そ の 結果、市販の 入形 は 500円、手作

りの A 〜c は 1000 円以上、p は 5000円、そ の理 由は

髪の 毛が い い 匂い 、ス カートと服 が か わ い い 、リボン

が結べ るか らとい う。その 後、遊 目 L23 ＿に複合 し

た遊具を選び、組織的な遊び へ と発展 した。

4 ．考 察

　 自然素材に よるハ
ーブ を主とした活動は、  ジ ュ

ー

ス の 体験と重なり、異なるハ
ーブ の匂い を 「い い 匂い 」

とハ
ーブ に 対する関心 を増幅 した。とりわ け、、綿や絹

に染色 した布で人形やポシ ヱ ッ トを制作する こ とに よ

り草木染め特有の 柔 らか な色彩 とと もにハ
ー

ブの 優 し

い 香 りや感触 を表現す る こ とが で ぎた。
「
こ の こ とは手

作 り遊具に 対する興味関心 を呼び 起 こ し、遊びそ の も

の を活性化す る上で 有効で あっ たと思わ れ るn   更に

A 、B 園で 様々 な媒染処 理 を行っ た こ とに よ り、色相・

の変化が現れ、幼児に 「魔法み たい 」と受け入れられ、

染めに対する科学的な騎 嘩 勅黝 に呼 び起 こ した

と考え られ る。  まだ、地域め廃材となる松 椿等の

実を利用 し、染めの 模様を 工 夫 した とともハ
ーブに対

する関心 を大きくし、ハ
ーブ等の 自然の 素材特有の 微

細な色の 変化に も興味 深 く好意的 に受け入れ られ た と

思われ る。幼児期 にお ける 自然 素材 を生 か じた環 境教

育の 果た す役割とそ の 意義 は大きい と思われる。今後

共 自然素材を生か した保育環境の あ り方を模索 した い。
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